
  

 

 

学校現場の課題の多様化･複雑化に加え、中１ギャップに係る問題などが指摘される中、

現在の社会情勢の中で求められる義務教育の姿として、様々な形での小中一貫教育が国や県

で示されました。本市でも、小・中学校が目指す子ども像を共有し、９年間を通じた教育課

程を編成するとともに、系統的な教育を目指すため、施設分離型の小中一貫教育である「綾

瀬市型小中一貫教育」に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校から中学校へ進学する際に、子どもたちがスムーズに取り組めるように、授業のスタイル

や道徳教育、学校生活のルールなどの共通化を図っていきます。 

 

 

小学校と中学校の校舎が一緒になるということではありません。

現状の校舎のまま、グランドデザインにある目的や視点を小学校と

中学校で共有していきます。 

 

 

〔綾瀬市型小中一貫教育実施に向けたスケジュール〕 

○令和２年４月よりスタート 

綾瀬市型小中一貫教育の試行（北の台中学校・北の台小学校） 

○令和３年度から全校でスタート 

綾瀬市型小中一貫教育を各中学校区を中心に実施 

 〇令和４年度からさらに充実・深化 

  綾瀬市型小中一貫教育を各中学校区とともに、全市的な取組も実施 

綾瀬市型小中一貫教育に取り組んでいます！ 
 

☆綾瀬市型小中一貫教育ってどんなことをするの？ 

 

☆小学校と中学校が一緒になるの？ 

 

☆綾瀬市型小中一貫教育はどのように進んでいるの？ 

 

 

綾瀬市型小中一貫教育グランドデザイン 

 
 

 

人を思いやり 社会を生き抜く力を身に付けた 綾瀬の子ども 

 

目指す子ども像（綾瀬市学校教育推進プラン） 

 

綾瀬市の小中一貫教育の目的 

１ 確かな学力の向上 

２ 心の教育の充実  

３ 児童･生徒指導の充実 
 

 

 

 

地域・保護者との連携、学校支援ボランティア等の活用 

 

 

 

 

各校の教育目標・重点指導項目 

各小学校 

（児童・教職員・保護者・地域） 

具体的取組 

 

 

 

各校の教育目標・重点指導項目 

各中学校 

（生徒・教職員・保護者・地域） 

具体的取組 

１確かな学力の向上 
①授業スタイルの共通化  ②乗り入れ授業 
③家庭学習の充実  ④中学校区における校内研究会への交流 
⑤読書活動の推進 

 
２心の教育の充実 
①道徳教育の推進  ②人権教育の推進  ③支援教育の推進 

 

３児童・生徒指導の充実 
①児童・生徒指導事項の共通化  ②いじめ対策 
③不登校児童・生徒への対応  ④児童会・生徒会の交流 

小・中学校での一貫教育の視点 

綾瀬市教育委員会 


